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序章 本研究の目的と方法
本研究は、科目世界史において一人一人の学習者が主体的に国家や社会に関わる市民
的資質を扱う世界史教育論、世界史授業論、世界史評価論を体系的に研究することとそ
の方法論を解明することを目的とする。そのため、歴史を言説として学習する世界史単
元開発の研究方法論を探究する。
これまでの世界史単元開発研究は、歴史を事実や知識として捉えることが多く、たとえ、
言説として捉えても、言説と言説に結びつく価値観を比較判断させる段階に留まってお
り、主体的な市民的資質の育成が不十分なものになっている。その原因は、授業で学習
する歴史を言説として構築する段階までは改革したが、言説の再構築性に関して視野に
入れず、歴史の認識論について十分な改革をしていないためである。また、言説の構築
・再構築は学習者の新しい言説の使用を促すものであり、世界史授業が学習者にどのよ
うな言説を創りだせたのかという学習評価が重要となる。しかし、これまでの世界史単
元開発研究は世界史教育論と世界史授業論を中心に研究し、世界史評価論における学習
評価の方法やその原理の究明は不十分なものである。そのうえ、世界史の教育論、授業
論、評価論を一体的に捉え、関連付けることはなかった。
そのため、本研究は、以下の三つの課題を設定する。
（１）世界史教育において育成する、一人一人の学習者が主体的に国家や社会に関わる
市民的資質を解明する。
（２）世界史単元で市民的資質を育成するために、歴史の取り扱い方をどのように変革
すれば良いのかを明らかにする。
（３）市民的資質を育成する世界史単元を開発するための世界史教育論、世界史授業論、
世界史評価論を連関させ体系的なものとして究明する。
上の課題を検討することによって、本研究は、以下の 4 つの意義と特質を提示する。
第1は、世界史単元開発研究において、学習者と言説の関係を反省する語用論に基づく
研究方法論を形成することで、歴史をパーソナルに語る主体的な市民的資質を育成する方
法を明らかにする研究になっている。
第2は、脱構築論に基づくことで、世界史授業における歴史の取り扱い方を変化させ、
歴史を言説へ、さらに、学習者の言説へ転換させる方法を明らかにする研究になっている。
第3は、向上主義教育論に基づくことで、世界史が社会科教育の本質である学習者の主
体性を育成する学習論の在り方を解明する研究になっている。
第4は、世界史教育論、世界史授業論、世界史評価論に体系化して究明することで、学
習内容開発と学習評価が結びつく単元開発研究になっていることである。
以上のような研究の意義と成果は、次の三つの研究方法に基づいて、論証する。
第一は、脱構築論と向上主義教育論という二つの基本的な見方に基づくことで、語用論
- 2 -
に基づく世界史単元開発の研究方法論を構築する。第二は、学習内容の開発及び学習者と
言説の関係とを質的に評価する。第三は、一人一人の学びの多様な在り方を解明する質的
研究方法を重視する。
本研究の論文構成は大きく 3 部に分かれている。第Ⅰ部は、本研究の目的を明らかにし、
市民的資質を育成する世界史単元を開発するため研究方法論の基盤探り、その方法論を解
明する。第Ⅱ部は、第Ⅰ部で示した方法論が、市民的資質を育成する世界史カリキュラ
ム構成段階から有効であることを明らかにする。第Ⅲ部は世界史カリキュラムを構成す
る代表的な単元の開発研究の実際を示し、語用論に基づいた市民的資質を形成する世界
史単元開発研究の方法論の優位性や効果性を明らかにする。そして、市民的資質を形成
する世界史単元開発研究が歴史教育研究に位置づくだけでなく、社会科教育研究そのも
のを発展させる研究であることを説明する。
第Ⅰ部 世界史単元開発研究の方法論
第１章 歴史・世界史教育における研究方法論の現状
本章では、歴史・世界史単元開発研究における方法論の現状を分析し、課題を明らか
にする。歴史・世界史教育における現状の研究方法論として 3 つの類型を考えることが
できる。1 つ目の類型が、学習者が歴史と客観的関係を形成する科学的研究方法論である。
科学的系統的な教授論に基づき歴史を事実や知識として認識させ、学習者から歴史を客
観的に切り離す方法論である。これには、次の 4 つのタイプがある。
1 つが、学習者と事実との客観的関係を形成する教授論を特色とする理解主義に基づく
研究方法論である。この研究方法論では、歴史は学習者の外側に事実として存在し、学
習者は歴史を変化できないものとして認識する。そのため、歴史を手段化し価値判断を
行うなどの社会に対する姿勢や態度の育成には結びつかず、市民的資質を扱わない。
2 つは、学習者と理論との客観的関係を形成する教授論が特色である説明主義に基づく
研究方法論である。この方法論は、歴史は科学的知識である理論であり、歴史学者など
専門家が実証的に正しいと保障したものになる。授業は理論の正確性・客観性を吟味検
討するが、学習者の外側に客観的に存在する理論に対し、学習者が正誤を判断すること
はできないため、実際には認識の主体性は保障されず、この研究方法論でも市民的資質
を育成できない。
3 つは、学習者と解釈との客観的関係を形成する教授論が特色である構成主義に基づく
研究方法論である。この研究方法論に基づき開発する単元では、学習者は歴史を歴史家
などの専門家が客観的合理的に構成する解釈として学ぶ。解釈は自分とは関係なく専門
家によって科学的に構成されるものであり、提示される解釈の正確性や合理性について
検討することはできても、その客観性・合理性はすでに確定しており、実際には主体的
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に判断することはない。
4つは、学習者と価値観との客観的関係を形成する教授論が特色である意思決定に基づ
く研究方法論である。この方法論は、科学的知識ではなく価値的知識を扱うことができ、
市民的資質を育成する。しかし、学習者にとっては価値的知識は主体を切り離した客観
的知識である。学習者は社会一般に存在する価値観を理解することができるが、学習者
自身を主体とする価値観の育成については考慮できておらず、学習者がどのように価値
観を構築するかは本人に任される。そのため、学習者一人一人の主体的な市民的資質を
育成するためには不十分な授業になる。
二つ目の類型が、学習者が歴史と主観的関係を形成する主観的研究方法論である。こ
の方法論は体験など経験を重視する学習論を基本とするが、歴史を事実として認識させ
る。そのため、学習者が歴史との主観的関係を形成できるように試みる。しかし、学習
者は歴史を事実としか認識できないため、歴史を客観的に切り離してしまう方法論にな
る。この類型に位置付くタイプに、活動主義に基づく研究方法論がある。この研究方法
論は学習論としての経験主義教育論に立ちながら、歴史を客観的事実とする認識論に基
づくものになる。そのため、学習者は問題解決などの学習を通して歴史を学び、価値判
断を試みる。しかし、歴史は学習者の外側に事実として存在し、学習者は歴史を変化で
きないものとして認識する。そのため、歴史は客観的な事実であり、事実としてしか学
習者は考えられない。多くの場合、時系列的に歴史的事実を学習する単元を開発するこ
とになる。
三つ目の類型は、学習者が歴史と主体的に関係を形成する主体的研究方法論である。
教師と学習者が協力して段階的向上的に学習する学習論に基づき、歴史を学習者の言説と
して認識する方法論である。構築主義に基づく研究方法論がこの類型に位置づく。この
研究方法論は学習者と価値観との主体的関係を構築する学習論を特色とする。この研究
方法論に基づき開発した単元では、歴史に結びつく自他の価値観を分析し、自分の価値
判断で歴史を言説として構築させる。この場合、歴史は学習者の内側に存在し、自分の価
値判断によって言説として作り直すことが可能であるように認識される。しかし、これ
までの言説とその価値観を批判し、別の価値観を結びつけ新しい言説へと再構築できると
いう言説の再構築性についてまでは射程に入らない。
以上のように、これまでの研究方法論が主体的な市民的資質を十分に保証していない
という課題に基づき、学習者の主体性をより積極的に保証する研究方法論として、主体
的研究方法論に位置付く語用論に基づく世界史単元開発の研究方法論を提案する。この
研究方法論は学習者と言説との主体的関係を反省する学習論であり、本研究が解明を目
指すのはこの方法論の論理である。
第２章 市民的資質を育成する世界史単元開発研究の方法論
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第２章では、第１章で示された課題に基づいて、本研究が探究する世界史単元開発の
研究方法論が学習者の言説の創られ方とその言説を把握する方法を反省する語用論に基
づく研究方法論であることを提起する。語用論に基づく世界史単元開発の研究方法論は、
脱構築論と向上主義教育論を枠組みとして活用する。脱構築論は歴史の脱構築論と言説
の脱構築論に分けて考える。
歴史の脱構築論は、客観的で事実であった歴史をだれでも記述できる主観的な記述へと
歴史の認識を転換し、歴史的な記述に潜む問題性に目を向ける論理である。また、言説の
脱構築論は、歴史的記述を誰かが記述した言説として考える。言説には目的や価値観が結
びつくので、どのような目的や価値観を結びつけるかも重要となる。言説に結びつく目的
や価値観は言説を言葉として発するその人の姿勢や態度、信念など行為形成や意思決定と
関係する。自らの言説に結びつく価値観を判断する重要性を示す論理が言説の脱構築論で
ある。
歴史と言説の脱構築論を世界史教育に結びつけると、教室で事実や知識として本質的に
存在していた歴史は、主体が結びつく言説、語られる言葉になる。そして、授業では、世
界史教師の説明も教師が語る言説であり、教師が何らかの価値観を結びつけて主観的に語
る言葉になる。歴史と言説の脱構築論に立つと、歴史を語るという点では、教師と学習者
は同等であり、学習者も歴史を語る権利を得ることになる。
教師と学習者が同等であるならば、教師と学習者は歴史を言説へ、さらに、学習者自身
の言説へと再構築できるように歴史の認識を段階的向上的に協力して成長させることがで
きる。そうすることで、学習者が教師とともに、歴史を主体的に学び、言説に結びつく価
値観を自覚し、新たに再構築する成長の道筋を把握し学習者自ら成長できるようになる。
このような主体的な学習は向上主義教育論に基づくものといえる。
脱構築論と向上主義教育論が結合することで、歴史をパーソナルに語るという、より主
体的な市民的資質を世界史教育で扱うことが可能となる。そして、世界史単元開発研究に
おいては、学習者が歴史を言説へと構築し、さらに学習者自身の言説へと再構築できるよ
うに単元を開発することになる。世界史単元開発研究は、学習者が言説の創られ方とその
言説を把握する方法を反省する学習を創りだす研究方法論に基づくものに変化する。この
世界史単元開発研究における研究方法論を語用論に基づく研究方法論として提起する。
第３章 市民的資質を育成する世界史単元開発の事例的研究方法
第３章では、教育内容の開発方法や学習指導案をモデルとして示してきたこれまでの
研究方法論と異なり、市民的資質を育成する語用論に基づく世界史単元開発の研究方法論
は実際に授業実践を行い学習者一人一人の言説使用の状況を把握する事例的な研究方法と
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なることを、次の点から明らかにする。
第 1 は、語用論に基づく世界史単元開発の研究方法論は、学習者が語る言説を対象とす
るため、教師の授業実践についての研究ではなく、授業実践を通した特定の学習者への効
果性を調べるアクション・リサーチ研究になる。
第 2 は、語用論に基づく世界史単元開発の研究方法論は授業実践を通して学習者がどの
ように学び、どこまで達成できるのかという学習をデザインする研究にもなる。本研究で
は学習者の学びをデザインする視点として教育内容や教材などの授業構成とその要素を取
り上げる。
第 3 に、授業構成とその要素を視点とした学習のデザインに基づいて、学習者が歴史を
言説として学ぶことがどこまで達成できたかどうかを解明し、授業前後の生徒の言説を分
析し、学習達成における変化を明らかにする。
本章では、この3点を考察することで、語用論に基づく世界史単元開発の研究方法論は
一人一人の学習者の語る言説の創られ方とその言説を把握する方法を反省する事例的な研
究方法となることを示した。そして、市民的資質を扱うためには、モデル的なものではな
く事例的な研究方法を行う必要があることを解明した。
第４章 市民的資質を育成する世界史単元開発の体系的研究方法
本章では語用論に基づく世界史単元開発の研究方法論が学習者の言説の創られ方とそ
の言説の把握の方法を反省するため、世界史教育論、世界史授業論、世界史評価論を連
関させるとともに体系化して論じる必要があることを説明する。
世界史の教育目標は、主体的な市民的資質を育成するものにする。主体的な市民的資
質は、客観的知識のように獲得するものではなく、歴史を言説として認識し、さらに、学
習者の言説使用の資質へと段階的に育成するものである。そのため、最終的には教室内や
学校教育という枠組からも外れ、日常生活における言説使用に関する資質として成長して
いく。市民的資質は系統的に獲得していくものではなく、つねにより良いものを求めて向
上的に成長していく。
教育目標として示された市民的資質は、多様な道筋で成長し、一人一人の達成段階も異
なる。このような市民的資質は学習内容として構成する。学習内容は生徒の記述や発言で
あり、言説と考えることができる。生徒の言説は価値判断の主体、価値判断の対象、価値
判断、価値判断の段階のように分析できる。そのため、学習内容は、生徒の言説を通して、
価値判断の主体、その対象、判断そのもの、その段階により構成される。
このように構成される学習内容は、授業によって創られた学習者の記述・文章を言説と
して分析することで、学習者が成長させた市民的資質として把握することができる。そし
て、学習者が構成した言説を価値判断の主体、その対象、判断そのもの、判断の段階とい
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う言説の要素に整理し、それぞれの要素がどこまで達成できているかを評価することで、
市民的資質の多様な成長の道筋を把握できる。
第Ⅰ部をまとめると、世界史教育論、世界史授業論、世界史評価論に体系化して論じる
ことで、語用論に基づく世界史単元開発の研究方法論が主体的な市民的資質の育成という
目標を達成するために、内容は歴史を言説として、さらに、学習者の言説として扱い、そ
の方法は段階的向上的な学習論に基づくものになり、目標に内容と方法が結びつく方法論
であることが明らかになる。
第Ⅱ部 市民的資質を育成する世界史カリキュラムの構想
第５章 言説を考える世界史カリキュラム
第Ⅱ部第5章では、市民的資質を育成する世界史カリキュラムを新たに構想する。科学
的・主観的研究方法論に基づくこれまでの世界史カリキュラムは、歴史を事実や知識と認
識する年代史的・通史的なものである。しかし、本来、歴史は事実や知識ではなく言説で
ある。本章では、語用論に基づく世界史単元開発の研究方法論の採用によって、世界史カ
リキュラムの内容選択原理が学習者の使用している言説となり、内容配列原理が言説の使
用法の学び方になることを示し、世界史カリキュラム構成原理が学習者側に基準を置くこ
とを解明することを目標にする。
そのため、「オリエンテーション」、導入単元「言説『帝国』を考える」、単元１「言説
『国民国家』を考える」、単元2「言説『福祉国家』を考える」、単元3「言説『法』を考
える」、単元4「言説『貨幣』を考える」、単元5「言説『宗教』を考える」、単元6「言説
『平和』を考える」、単元7「言説『家族』を考える」、「授業の総括」の9つの単元で構成
する世界史カリキュラムを考察の対象に取り上げた。「オリエンテーション」から単元4
までのカリキュラムの前半は、生徒の外側に存在し生徒に様々な行為を形成させるシステ
ム世界とその拡大をもたらす言説を選択し、その言説の使用法について学ぶ論理で配列す
る。そして、単元5から「授業の総括」までの後半は、生徒に内在し生徒の親密圏を形成
する生活世界とその回復に関係する言説を選択し、その言説の使用法について学ぶ論理で
配列するする。さらに、親密圏を再興することでシステム世界を改善していくことが本カ
リキュラムの市民的資質育成の論理となることを説明する。言説を考える世界史カリキュ
ラムは、言説を通して国家・社会と主体的に向き合う市民的資質の育成を目指す。
以上の考察に基づいて、本章では、世界史カリキュラムが、第1に、歴史学にもとづく
系統的な構成である世界史カリキュラムを変革し、市民的資質を育成とするという学習者
側の論理で構成できること、第2に、学習者の言説を再構築しパーソナルに語ることが、
システム世界に位置付く国家や社会を改善することにつながること、第3に、学習者自身
の言説が国家・社会形成に結びつくことで、学習者の主体性を育成できること、第4に、
学ぶ論理をカリキュラムの構成原理にすることで、学習内容を中心とする構成にすること、
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を明らかにした。
本章における研究の意義は、語用論に基づく世界史単元開発の研究方法論によって、世
界史カリキュラムが対象側の論理ではなく、学習者側の論理を基準にするものに変革でき
ることを明らかにしたことである。
第Ⅲ部 市民的資質を育成する世界史単元開発研究の実際
第６章 単元「言説『帝国』を考える」の開発－学習内容を視点にして－
第Ⅲ部は、市民的資質を育成する世界史単元を開発・実践しその学習結果を研究しその
実際を報告するとともに、その分析を試みる。
第６章では、市民的資質を育成する世界史単元の開発のために、学習内容の働きを、
次の4点で変革する。第1に、学習内容が市民的資質を単元開発段階において学習者が学
習する内容として具体化する、第2に、学習者が習得した学習内容そのものが、学習者が
達成した市民的資質となる、そのため、第3に、学習内容が市民的資質の評価規準となる、
第4に、学習内容に基づくアンケートの実施を単元構成に正式に位置付けることで、学習
者自身が授業による学習内容を段階的向上的に把握でき、また、授業者が言説を分析し
学習者の達成した段階を把握できる、という点である。
そのために、本章の単元では、言説「帝国」を事例とする。ローマ帝国やインカ帝国、
19世紀の植民地帝国を「帝国」という言葉として学習し、「帝国」という言葉に結びつく
多様な意味やイメージを尊重できるように学ぶ単元「言説『帝国』を考える」を考察の
対象として取り上げる。本単元を事例として、歴史と言説の脱構築論に基づく市民的資
質を学習内容として具体化する方法を明らかにし、単元として開発する。そして、実際
に実践し創られた生徒のパーソナルな語りを学習内容の段階で評価し、市民的資質の達
成度を示した。また、学習内容を視点とする授業改善の方法を示す。
その結果、学習内容は、第1段階で、学習者が歴史的出来事を言説として分析する、第
2段階で、学習者が言説に結びつく他者の目的や判断を分析する、第3段階で、学習者が
他者の目的や判断の背景にある価値観を分析する、第4段階で、学習者が言説に結びつく
他者の価値観を自覚する、第5段階で、学習者が言説に結びつく価値観の多様性を尊重し、
学習者が自分の言説に結びつく他者の価値観を俯瞰的に反省しながら、学習者が価値判
断を行いパーソナルに語る、ように構成されることを明らかにした。
本章では、研究の意義として、学習内容が市民的資質の基礎を形成する教育目標にな
り、世界史単元開発研究が学ぶ側の論理で研究できる可能性を高め、そして、世界史単
元開発研究が、学習内容開発研究を中心にするものへ変化することを明らかにした。
第７章 単元「言説『国民国家』を考える」の開発－教育内容を視点にして－
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第7章では、市民的資質を育成する世界史単元の開発のために、世界史教育内容の働き
を研究する。教育内容の働きを、第1に、教育内容はトゥールミン図式と言説の価値構造
に基づく価値判断を行う、第2に、教育内容は学習内容における価値判断を創りだす、第3
に、教育内容は教育目標を切り離す、第4に、教育内容が歴史をどのように語らせること
ができたのかという学習の道筋を示す、に変革する。
そのため、アメリカ合衆国やイスラエル共和国の成立を、歴史的指導者が語る「国民国
家」という言葉として学習する、そして、言葉に結びつく他者の価値観を自覚し、結びつ
ける価値観を判断したりしてつくり直すことを学ぶ単元「言説『国民国家』を考える」
を考察の対象として取り上げる。本単元を事例にして、歴史と言説の脱構築論に基づく
教育内容を土台にして学習内容を開発する方法を示す。そして、実際に実践し創られた
生徒のパーソナルな語りを学習内容の段階性で評価し、市民的資質の達成度を示す。ま
た、市民的資質の多様な成長の仕方を教育内容を視点に把握し、授業改善の方法を明ら
かにする。
その結果、教育内容は、第1段階で、学習者がトゥールミン図式で言説やその影響を判
断する、第2段階で、学習者がトゥールミン図式で言説の構造要素である他者の目的を判断
する、第3段階で、学習者がトゥールミン図式で言説の構造要素である価値観を判断する、第4
段階で、学習者が自分の言説の価値構造に結びつく他者の価値構造を判断する。第5段階
で、学習者が新しい言説の価値構造を相対化して、価値観の多様性を判断したり、また、
自身の価値観の相対性を俯瞰的に判断したり、自分の言説に結びつける価値観を判断し
たりする、ように構成されることを明らかにした。
最終的に、教育内容の構成と働きが、学習内容における生徒の価値判断を構成するもの
となり、教育内容が歴史をどのように語るかを決定し、市民的資質の育成に関わることが
できることを、本章の研究の意義として明らかにした。
第８章 単元「言説『福祉国家』を考える」の開発－教材を視点にして－
第８章では、市民的資質を育成する世界史単元の開発のために、世界史教材の働きを考
察する。教材とその働きを、第1に、教材は事実や知識ではなく、学習内容における価値
判断のための対象となる、第2に、教材は価値判断の対象が単元テーマになるように選択
・配列する、第3に、選択・配列される教材が単元構成や小単元の枠組を決定する、第4に、
教材がどのようなことを対象に歴史をパーソナルに語らせることができたのかという学習
の道筋を示す、ように変革する。
そのため、ドイツ帝国の社会政策やアメリカ合衆国の社会保障政策、スウェーデンの福
祉政策を、歴史的指導者が語った「福祉国家」という言葉として学習する、そして、言葉
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に結びつく他者の価値観を自覚し、結びつける価値観を判断し、つくり直すことを学ぶ単
元「言説『福祉国家』を考える」を考察の対象として取り上げた。本単元を事例にして、
歴史と言説の脱構築論に基づく教材を視点に学習内容を開発する方法を明らかにした。
そして、実際に実践し創られた生徒のパーソナルな語りを学習内容の段階性で評価し、
市民的資質の達成度を示す。また、市民的資質の多様な成長の仕方を、教材を視点に把
握し、授業改善の方向性を明らかにする。
このように考察することで、教材は、第1段階で、言説が社会に大きな影響をもたらし
たことを判断する対象として小単元テーマに関する資料で構成され、第2段階で、目的が
結びつくかを判断する対象になる小単元テーマに関する歴史的人物へと変化し、第3段階
で、価値観が結びつくかを判断する対象として第2段階と同じ小単元テーマに関する歴史
的人物を取り上げ、第4段階で、学習者が自分の言説に結びつく他者の価値観を判断する
対象になる単元テーマの言説となり、第5段階で、価値観の多様性について学習者が判断
する、または、自分の価値観を俯瞰的に判断する、あるいは、どの価値観を結びつけて
使用するかどうか判断する、対象になる単元テーマの言説となる、ことを明らかにした。
本章の研究の結果、教材は教育内容を切り離し、学習内容における価値判断の対象を
構成するものにする、そして、教材は何についてパーソナルに語るかを決定し、市民的
資質の育成に直接関わることができることを解明した。
第９章 単元「言説『宗教』を考える」の開発－発問を視点にして－
第９章では、市民的資質を育成する世界史単元の開発のために、発問を研究する。発
問の働きを、第1に、世界史における発問の働きが、教育内容を理解し一般化するものか
ら、学習内容における価値判断の主体を決定するものに変化する、第2に、発問が価値判
断を歴史的指導者から生徒主体のものへ変化する、そのため、第3に、発問が生徒自身に
歴史を語らせることがどのくらいできたのかという学習の道筋を示す、に変革する。
そのため、教材として取り上げるリンカンの演説やホメイニ師の演説を、歴史的指導者
が語った「宗教」という言葉として学習する、そして、言葉に結びつく他者の価値観を自
覚し、結びつける価値観を判断し、つくり直すことを学ぶ単元「言説『宗教』を考える」
を考察の対象とした。本単元を事例にして、歴史と言説の脱構築論に基づく発問を視点
に学習内容を開発する方法を明らかにする。そして、実際に実践し創られた生徒のパー
ソナルな語りを学習内容の段階性で評価するだけでなく、市民的資質の多様な成長の仕
方を、教材を視点に把握し、授業改善の方向性を示す。
本章の考察により、発問は、第1段階で、社会や国家に影響を与える言葉を創り発話す
ることを判断した主体が歴史的指導者であることを決定する、第2段階で、言説に目的を
結びつけることを判断した主体が歴史的指導者であることを決定する、第3段階で、言説
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に価値観を結びつけることを判断した主体が歴史的指導者であることを決定する、第4段
階で、言説に歴史的な価値観や目的を結びつけることを判断する主体が学習者であるこ
とを決定する、第5段階で、言説に結びつく価値観の多様性を尊重できるか、あるいは、
相対化するか、さらに、言説に結びつく価値を判断させ、言説を構築できるか、を判断
する主体が学習者であることを決定する、ように構成することを明らかにした。
本章の考察の結果、発問が事実や知識に主体を結びつけ、学習者に言説であることを
意識させ、さらに、学習者自身が歴史を語ることを促す働きをすることを明らかにした。
そして、発問は、誰が歴史をパーソナルに語るのかを決定し、市民的資質の育成に直接
関わることができることを示した。
第１０章 単元「言説『平和』を考える」の開発－学習活動を視点にして－
第１０章では、市民的資質を育成する世界史単元の開発のために、学習活動の働きを検
討した。本研究の目的から、学習活動の働きを、第1に、学習活動は個人による内省的な
対話や班活動などにおける対外的な対話を形成する、第2に、学習活動は、学習内容にお
いて学習者が言説について価値判断を行うための構造を向上する、第3に、学習活動によ
り向上する構造はトゥールミン図式から言説の価値構造、さらに言説の新しい価値構造と
なる、第4に、学習活動がパーソナルな語りの性質をどのくらい向上できたのかという学
習の道筋を示す、ように変革する。
そのために、日露戦争凱旋門や第一次世界大戦の無名戦士の墓、ベトナム戦没者記念壁
などの戦争記念碑と文字によって創られる戦争へのイメージの中で、「平和」という言葉
の使用法にどのような目的や価値観が結びつくのか、また、結びつける価値観を判断した
り、創りかえたりする学習をする単元「言説『平和』を考える」を考察の対象とする。
本単元を事例にして、歴史と言説の脱構築論に基づく学習活動を視点に学習内容を開発
する方法を明らかにする。そして、実際に実践し創られた生徒のパーソナルな語りを学
習内容の段階性で市民的資質の達成度を評価するだけでなく、市民的資質の多様な成長
の仕方を、学習活動を視点に把握し、授業改善の方法を示した。
本章の考察によって、学習活動の働きは、第1段階で、学習者が歴史的出来事を言説と
その影響に関するトゥールミン図式を構築する対話になる、 第2段階で、学習者が言説
とその影響に関するトゥールミン図式から他者の目的や判断を示すトゥールミン図式を構
築する対話になる、第3段階で、他者の目的や判断を示すトゥールミン図式から言説の構造要
素である価値観を示すトゥールミン図式を構築する対話となる、第4段階で、学習者がトゥ
ールミン図式から言説の価値構造へと構築する対話になる、第5段階で、学習者が価値観
の多様性を判断するために、あるいは、学習者が自分の言説に結びつく他者の価値観を
俯瞰的に判断するために、または、学習者が主体的に言説を構築できるように、言説の
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価値構造を新しい価値構造へ発展する対話となる、ことを解明した。
本章の研究の結果、学習活動は主観的な活動や事実や知識の探求的活動ではなく、言説を実際に
用いる対話的活動になる、そして、学習活動は、歴史に関するパーソナルな語りの性質を決定し、
市民的資質の育成に直接関わることができることを明らかにした。
終章 研究の総括
本研究は、これまでの世界史単元開発研究においては主体的な市民的資質を十分に成
長させていないという課題の克服を目指した。そして、従来の世界史を次のように変革
し新しい社会科世界史へ転換しようとした。
第1に、歴史の認識論において、脱構築論に基づき世界史授業における歴史の取り扱い
方を変化させ、歴史を言説へ、さらに、生徒の言説へ再構築するものに変えた。そうする
ことで、地理歴史科世界史と昭和26年度版社会科世界史における歴史を事実として認識す
る本質主義を克服した。
第2に、世界史教育論においては、歴史を言説として扱うことで、市民的資質を段階的
に育成する向上主義教育論に結合可能となり、世界史の教育目標を社会科教育の本質であ
る主体的な市民的資質の育成に置くように変えた。そうすることで、地理歴史科世界史が
育成する歴史認識や歴史的思考力、あるいは、昭和26年版社会科世界史が育成する主観的
な市民的資質とは異なり、新しい社会科世界史では学習者が高次の段階へ向上する主体的
な市民的資質の育成を目指すものにした。
第3に、世界授業論においては、市民的資質を学習内容として具体化し、その学習内容
が学習者の言説になることによって、学習者の言説を創るという学習内容開発を単元開発
の中心とした。地理歴史科世界史で行われる教授論に基づく教育内容開発を変革し、また、
昭和26年版社会科世界史が試みながら果たせなかった学習論を保証した。
第4に、世界史評価論において、学習者の言説を創るという学習内容開発を中心にする
ことで、学習者の言説を把握し、どのように学びどこまで達成できたのかについて学習者
一人一人を評価する方法を提示した。新しい社会科世界史は一人一人の学びのあり方を評
価する達成度評価を行う。そうすることで、全ての学習者が同じ事実や知識を同様に獲得
できることを前提にした地理歴史科世界史の到達度評価を変革し、昭和26年版社会科世界
史が直面した達成度評価と学習内容の乖離を克服した。
このような変革のために、本研究は世界史単元開発の研究方法論を探究した。そして、
地理歴史科世界史に代表される単元開発の科学的研究方法論は、科学的系統的な教授論に
基づき歴史を事実や知識として認識させ、学習者から歴史を客観的に切り離なす方法論で
あることを指摘した。また、昭和26年版社会科世界史に代表される単元開発の主観的研究
方法論は、学習者が歴史との主観的関係を形成できるように試みるが、学習者は歴史を事
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実としか認識できないため、歴史を客観的に切り離してしまう方法論になることを示した。
このように学習者が歴史を客観的に切り離し、歴史との関係を創らない方法論を克服する
のが、新しい社会科世界史における単元開発の主体的研究方法論であり、学習者が歴史と
主体的な関係を積極的に創ることができる語用論に基づく研究方法論を明らかにした。語
用論に基づく世界史単元開発の研究方法論は、段階的向上的に成長できるように学習者が
教師と協力して学ぶ道筋を構築する、そして、脱構築論に基づいて歴史を言説として認識
し、学習者が外側に切り離していた歴史を自分の言説に結びつけ、言説を通して学習者が
歴史との関係を反省し再構築する、ものである。
本研究は以上のように、目標に主体的な市民的資質の育成を置き、内容は歴史を言説へ、
さらに学習者の言説へ構築するものとし、方法を段階的向上的に学ぶ学習論にすることで、
目標、内容、方法を体系的に連関させ、新しい社会科世界史の論理を示した。
しかし、本研究の方法にあたる学習論の中核である評価方法は、学習者の成長を言説と
して把握し、より高次な段階へ成長させる改善方法を示す段階に留まった。本研究の目標
に基づき、さらに、学習者が自分の資質を成長させる方法や成長した成果を把握できるよ
うに改善し、主体的な学びを形成できるようにすること、そして、その道筋を教師と学習
者が構築し、段階的に資質を育成する方法をも学習者が学ぶものになるように試みること、
すなわち、主体的な市民的資質を育成する世界史授業の評価研究が今後の課題となるだ
ろう。
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